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１．はじめに

　近年、従業員の健康増進と生産性向上をともに

目指した健康経営®のあり方が、学術的にも実務

的にも盛んに議論されるようになっている。健康

経営は、企業が従業員の健康増進を図ることによ

り、生産性向上を目指すものであり、古く20世

紀初頭から組織行動論の分野などで繰り返し分析

されてきた。さらに近年は、単に身体的、精神的

な健康増進を目指した人的資本投資の視点にとど

まらず、従業員の特質と職場環境との適合、生活

の質とパフォーマンスの関係、職場または業務に

対する感情と生産性との関係についても研究が広

がった結果、ワークライフバランスの推進、従業

員の成長機会の確保、成果の承認、従業員の意思

決定への参画の重要性にも議論が及ぶようになっ

ている。

　このように健康経営の必要性が注目される中、
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　健康関連変数が改善すればリワードを付与する健康増進型医療保険は、被保険者の健康増進行動を促し、ひい
ては健康経営推進にも貢献し得る。本稿では同保険の保険金削減額を将来予測し、その引受けが保険会社の支払
能力と事業価値に及ぼす影響を検証した。その結果、健康改善は保険金削減につながり、また、期待保険金削減
額の全額をリワードに充てても支払能力が強化される一方で、事業価値の変化は小さいことが見いだされた。
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